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昭和45年3月札幌市所在保育者養成校を卒業 した者379名を対象とした （表 1）。 5年
経過時点、での現在状況， 職場適応及び生活意識に関する質問紙調査票（省略）を作製し，
郵送法によ って，50年8～ 9月に実施した。全対象者l乙対する回収率（受取人不明によ る
返送分を含む）は53. 3予ぢ （202名）であった。回答者の内訳は表 2の通りである。
その後， 未回答者に対する現状確認調査を，職場等lζ郵送法で照会するなどの万法によ
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表 1 対象者 の内訳
昼夜の別 養成校の穏類・校数（取得可能資格 ） 人 数
私立短大 2校（幼稚園教諭と保母）
昼間養成校 私立短大 1 II （幼稚園教諭のみ）
公立養成校 1 /（保母のみ ） 50 379 
私立養成校 1 II （幼稚園教諭と保母）
夜間 養 成校 185 













表 2 回答者 の内訳
分 類 ｜ 人数（%）
23 (11 4) 
60 (29. 7) 
17 ( 8. 4) 
13 ( 6. 4) 
18 ( 8. 9) 
6 ( 3 0) 
65 (32 2) 




























































( 45年 4月 lI < 50年 4月）
進 路
幼稚園（教諭） 1120(31. 7) 
保育所（保母 lI 94(24. sl 
精神薄弱児施設I20 c 5.3) 
養護施設I12( 3 2) 
38(10.0) 
92(24.3) 
8( 2. l) 
4( l. l) 
5( 1. 3) 
めていたが，その
5( l. 3) 
2( 0.哨＼）
1 ( 0.3) 
2( 0. 5) 





















7( l. 8) 
2( 0 5) 
9( 2. 4) 
）??





























8( 2.lh l130(34.3h 
r 、l3 I fハ、 l144 2( 5 J b 、I ( 0. 3 l >,、 Jf( 7 l I 、v ’［（38.O) 
23( 6.1)) I 13( 3 4lJ 
7(1.8) 127(7.1) 明不
1( 0. 3) 亡死
379(100. o) 379( 100. 0) 計
めるに至っている。
乙れを更に詳細にみれば，幼稚園教諭の減少と家事従事者の増加とがその主因となって













a死亡者を除く 全体の51.6 予ぢに当たる）で，このうち40.9必 （74名） は職についている者

















( 1. ~業時就職者の状況 ）
人（%）
勤務状況 全 体
専 門 分 野
専門外分野
幼 稚園 保 育所 施 設 その 他
継 続 勤 務 84 (24.8) 23 ( 19. 2) 34 (36.2) 11 (27. 5) 6 (22. 2) 10 (17. 2) 
32 ( 9.4) 9 ( 7. 5) 18 (19. 1) 2 ( 5. O) 3 ( 5. 2) 
転職類似職種 38 (11. 2) 12 (10. O) 6 ( 6.4) 6 (15 0) 12 (44. 5) 2 ( 3. 4) 
異種職種 38 (11. 2) 15 (12. 5) 5 ( 5.3) 1 ( 3. 7) 17 (29. 3) 
退 職 147 (43. 4) 61 (so. 8l 31 (33.0) 21 (52.5) B「（59.6) 26 (44. g) 




事 p号 分 野
専門外分野
幼 稚園 保育 所 施 設 その 他
継 続勤務 182 (79. 5) 36 （目立 8) 80 (85. 1) 19 (82. 7) 14 (77. 8} 33 (62. 3) 
7 ( 31) 3 ( 3. 2) 1 ( 4. 3) 3 ( 5.7) 
転職類似職種 4 ( l. 7) 1 ( 1.1) 1 ( 4.3) 2 (11. 1) 
異種職種 5 ( 2. 2) 1 ( 2. 4) 4 ( 7. 5) 
退 職 31 (13. 5) 4 ( 9.8) 10 (10 6) 2 ( 8. 7) 2 (11.1) 13 (24. 5) 





専 r号 分 野
専門外分野
幼稚園 保育所 施 設 その他
6カ月経過時 323 (95. 2) 117 (97. 5) 92 (97. 9) 40( 100. 0) 23 (85. 2) 51 (87. 9) 
1 年 F〆 257 (75. 9) 90 (75. 0) 76 (81. 0) 36 (90.0) 15 (55. 6) 40 (69. O) 
2 年か 195 (57.5) 69 (57. 5) 60 (63. 9) 25 (62. 5) 11 ( 40. 7) 30 (51. 8) 
3 年 H 146 (43. 1) 47 (39. 1) 49 (52. 1) 17 ( 42. 5) 11 ( 40. 7) 22 (38. ol 
4 年 H 101 (29.8) 27 (22. 5) 39 ( 41. 4) 13 (32. 5) 8 (29. 6) 14 (24. 1) 
5 年 H 84 (24.8) 23 (19. 2) 34 (36. 2) 11 (27. 5) 6 (22. 2) 10 (17. 2) 















通式 専 門 分 野全 体 専門外分野幼稚園 保育所 施 設 その他
1年 75. 9 75. 0 81. 0 90. 0 55. 6 69.0 
2 II 7. 2 76.6 83. 1 72. 1 76. 2 72.2 
継続勤務 3 II 73. 9 70. 2 79. 6 70.6 88.8 66. 1 
4 II 71. 6 59. 3 78. 9 80. 8 80. 0 65.3 
5 II 79. 5 87. 8 85. 1 82. 7 7. 8 62. 3 
1年 8.8 8. 3 7. 4 5. 0 14.8 12. 1 
2 I/ 12. 0 13. 7 7. 5 18.6 16. 4 
退 職 3 II 16. 2 21. 4 12.0 17. 6 5. 6 18. 6 
4 II 18. 6 32.8 12. 1 15.4 10. 0 18.2 
5 II 13. 5 9. 8 10. 6 8. 7 11. 1 24.5 
1年 15. 3 16. 7 11. 6 5. 0 29. 6 18. 9 
2 II 10. 8 9. 7 9. 4 9. 3 23.8 11. 4 
転 職 3 II 9. 9 8.4 8. 4 11. 8 5. 6 15. 3 
4 II 9. 8 7. 9 9. 0 3.8 10. 0 16.5 
5 II 7. 0 2.4 4. 3 8. 6 1. 1 13. 2 
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更に， 5年経過時点に観点を置きかえて検討してみよう。 5年経過時の進路状況は， 1
年前どういう状況にあったものが変化してそうなったのであろ うか。 5年経過時に就職し
ている207名についてみると， 表 7Iζ示すように，全体の87.8予ちは 4年経過時から継続し
て勤務している考であり，他からの転職あるいは未就職者の就職によったものはそう多く








専 M 分 野
4年経過時からの変化 全 体 専門外分野
幼 稚園 保育所 施 設 その 他
継 続 動 務 182 (87. 8) 36 (94. 7) 80 (86. g) 19 (95. 0) 14 (77. 8) 33 (84. 6) 
幼稚園 か ら 1 ( 0.5) 1 ( 2.6) 
保育 所 から 5 ( 2 4) 3 ( 3. 3) 2 (11.1) 
転職 施 設 か ら 2 ( 1.0) 1 ( 1.1) 1 ( 5. 0) 
そ の 他 から 2 ( l.O) 2 ( 2.) 
専門外分野から 7 ( 3 4) 4 ( 4.3) 3 ( 7. 7) 
未就 職 者の就職 8 ( 3 9) 2 ( 5. 3) 2 ( 2.2) 2(11.1) 2 ( 5. 1) 
計 201(100. ol 33(100. ol 92(100 O) 20(100. 0) 18(100. 0) 39(100. 0) 
表8 各経過時就職者の前年か白の変化
｛%） 
－~専〈 専 門 分 野全 体 専門外分野幼稚園 保育所 施 設 その他
1年 7. 2 88. 2 71. 8 83. 8 71. 3 65. 6 
2 II 84 8 92. 8 81. 4 91. 3 88.8 74.5 
継続勤務 3 II 84. 8 92.2 87. 0 92. 3 80. 0 70. 9 
4 II 82. 6 92.8 83. 0 91. 4 88. 8 67. 9 
5 II 87. 8 94. 7 86. 9 95. 0 7. 8 84. 6 
1年 7. 2 11. 3 9. 3 4.8 11. 5 
2 II 3.3 l. 2 2. 8 2.9 8. 5 
未就職者の就職 3 II 3.8 4.0 10. 0 7. 3 
4 II 6. 1 7. 4 4. 3 11. 3 
E” 3. 9 5. 3 2. 2 11. 1 5. 1 
1年 15. 6 11. 8 16. 9 6.9 23. 9 22.9 
2 II 11. 9 6. 0 15. 8 5 . 8 11. 2 17. 0 
他から 転 職 3 II 11. 4 7. 8 9. 0 7. 7 10. 0 21. 8 
4 II 11. 3 7. 2 9. 6 4. 3 11. 2 20.8 
5 / 8.3 10. 9 5.0 11. 1 10.3 
13 
(3) 転職・退職の状況
次lと， 4年経過時から 5年経過時までの 1年聞に転・退職した者争抜き出して，その状
況について若干の検討争加えてみよう。 4年経過時lと就職していた者（ 229名）及びその
後就職した者（ 14名）のうち， 5年経過時lζ転・退職している者は54名となっている。転
・退職率は22.29ちである。乙れは， 1年経過時88名（ 24. 2 9ち）， 2年経過時80名（ 23.3タ），
































5年経過時の実際 退職希望者 転職希望者 継続希望者
同一職場で継続 9 (47 3) 26 (70.3) 88 (87. l ) 
1 ( 5.3) 1 ( 2.7) 4 ( 4 ol
転職類似職種へ 1 ( 5.3) 1 ( 2.7) 1 ( 1.0) 
異種職種へ 1 ( 5.3) 4 (10.8) 
退 職 7 (36. 8) 5 (13. 5) 8 ( 7. 9) 
計 19 (100. 0) 37 (100. 0) 101 (100. 0) 
表 10 転職・退職・継続勤務者の4年経過時の希望
人（%）
4年経過時の希望 転 職 者 退 職 者 継続勤務者
同一職場で継続 5 (38 4) 8 (38 1) 88 (71. 5) 
2 (15. 4) 3 (14. 3) 14 (11. 4) 
転職類似職種へ 1 ( 4.8) 4 ( 3.) 
異種職種へ 3 (23. l l 2 ( 9.5) 8 ( 6.5) 
退職 その他 3(23.ll 7 (33_ 3) 9 ( 7. 3) 

















務者は32.9%であったが， 3年経過時には47.0 9ちとなり， 5年経過時lζ54.69ぢを占めるに





専 P守 分 野
事 項 全 体 専門外分野
幼稚園 保育所 施 設 その他
公立の機関 113 (54. 6) 5 (13 2) 66 (71. 7) 12 (60.0) 16 (88. 8) 14 (35.9) 
① 設置の主体 私立の機関 89 (43.0) 33 (86. 8) 26 (28. 3) 8 (40 ol 1 ( 5 6) 21 (53. 8) 
家業の手伝 自営 5 ( 2.4) 1 ( 5. 6) 4 (10. 3) 
常 震で常勤 190 (91. 8) 38 (100. 0) 89 ( 96 7) 19 (95. 0) 1 (61.0) 33 (84. 6) 
常雇で非常勤 5 ( 2.4) 1 ( 1.1) 1 ( 5.0) 3 (16. 7) 
② 
雇用関係 臨時又 は 日雇 7 ( 3. 4) 2 ( 2.2) 3 (16 7) 2 ( 5. 1) 
そ の 他 5 ( 2. 4) 1 ( 5.6) 4 (10 3) 
本L 幌 市 100(48 3) 20 (52. 6) 31 (33. 7) 6 (30. O) 12 (66. 6) 31 (79. 5) 
所③ 在 地
北 海道内の市 49 (23. 7) 4 (10 5) 30 (32. 6) 9 (45. O) 1 ( 5. 6) 5 (12. 8) 
北海道内の町村 34(164) 9 (23. 7) 19 (20. 7) 3 (15. O) 2 (11. 1) 1 ( 2 6) 
北 海道 以外 24 (11. 6) 5 (13. 2) 12 (13. O) 2 (10. ol 3 (16. 7) 2 ( 5.1) 
④ 自 宅通勤
可 能 167 (80. 7) 26 (68 4) 84 (91. 3) 10 (50.0) 15 (83. 3) 32 (82 1) 
不 可 能 40 (19. 3) 12 (31. 6) 8 ( 8. 7) 10 (50.0) 3 (16. 7) 7(17.9) 
計 207( 100. 0) 38(100.0) 92(100. 0) 20(100.0) 18(100. 0) 39(100. ol 
15 
9) 16) 
の1となっている。この割合は， ζれまでの調査結果と あまり変わ っていない（表11の③）。
通勤が自宅 （未婚者は親元）か ら可能であるか不可能であるかは，表11の④lζ示すよう
に， 8割は可能となっている。施設保母の場合は別と して，職を求め る側 も雇 う側も 自宅
通勤が可能とい う条件をつけがちであるが，そう した意向の現れが結果として数字の上に

















































を上まわり ，かなり高い満足度 となっている。 4領域の中では，最も満足度が高い。職種
別の比較では，満足している者は，幼稚園教諭 （82. 79ち）と保育所保母（ 68.3% ）が多く
なっているが，施設保母 （47.Hち）とその他 （46. 2予ぢ）が半数を下まわ っている。公立 ・
私立の比較では，私立勤務者の万が公立勤務者よ りもかなり 高い結果となっている。これ









16 臼佐：保育者養成校~業生の進路と職場適応 〔 W 〕
主要12 現在の職場に対する満足度
（%） 
職 種 RU 公私立別
全 体
領域・項目 幼稚園 保育所 施 設 その他 公 立 私 立
N= 113 
N=23 N=60 N=17 N=13 N=73 N=40 
職 A 6.2 13. 0 5. 0 7. 7 4.1 10. 0 
務
満足（
63. 3 B 59. 3 69. 7 47. 1 38.5 53.5 70. 0 
内 c 31. 0 13.0 26. 7 52. 9 53. 8 39. 7 15.0 
容
不満｛
D 3. 5 4.3 5. 0 2. 7 5. 0 
動 A 6. 2 8. 7 5. 0 1. 8 2. 7 12. 5 
満足｛
務 B 54. 0 69. 6 48. 4 47. 0 61. 5 56. 3 51. 0 
状 c 33. 6 21. 7 38. 3 53. 3 30. 8 34. 2 32.5 
態
不満｛
8. 3 D 6. 2 5. 9 7. 7 6. 8 5.0 
待 A l. 8 l. 7 5. 9 2. 7 
満足（
B 40. 7 39. 1 31. 7 64.7 53.8 42. 5 37. 5 
c 44. 2 39. 1 51. 6 29.4 38.5 46. 6 40. 0 
遇
不満（
13. 3 D 21. 7 15. 0 7. 7 8. 2 22. 5 
職 A 7. 1 13. 0 6. 7 7. 7 5. 5 10. 3 
場
満足｛
B 51. 0 52.2 93. 6 25.0 53 8 52. 1 48. 7 
環 c 33. 9 26. 1 30. 0 56. 2 38. 5 34.2 33.3 
不満｛







図2 現在の 職 場 le対 する満足度の変化




































































































3カ月 I 年 2年 3年 4年
（経過時点）













3力月 1年 2年 3年 4年
（経i晶時点 ）












































































幼稚園 保育 所 施 設
N~ 113 
N=23 N=60 N=17 
5.0 5.4 5. 0 5. 1 
1. 9 2. 1 2. 1 2.9 
2.5 2.8 2.4 2. 4 
l. 4 l. 3 l. 3 l. 7 
2. 6 2.6 2.6 2. 7 


































l. 9 2. 2 
2. 3 2.8 
l. 4 l. 4 
2. 6 2.4 








一 一ー一－ ---一 一ー －－ 2 
3カ月 1年 2年 3年
（経過時点 ）

























表15 尺度の項 目 別肯定 率
(%) 
示ミ全体 職種別 公 私 立別幼稚 園 保 育 所 施 設その 他 公 立私 立N=113 N=23 N=60 N=17 N=13 N=73 N=40 
職 イ 66.4 78.3 63.3 70.6 53.8 61. 6 75. 0 
種 ロ 54.0 60. 9 51. 7 41. 2 69.2 50. 7 60. 0 
適
ノ、 40. 7 43.5 36 7 47. 1 46、2 35. 6 50.0 
性
因 38. 1 43.5 38.3 41. 2 23.1 37. 0 40.0 
子 ホ 48.7 56. 5 48. 3 41. 2 46.2 45.2 55. 0 
動 〆＼ 36.3 34. 8 28. 3 70. 6 30. 8 37. 0 35. 0 
労 ト 41. 6 47 8 45.0 29. 4 30.8 37. 0 50.0 
意
61. 1 69.6 チ 61. 7 47. 1 61. 5 60.3 62. 5 
欲
因 リ 44.2 21. 7 50.0 70.6 23.1 61. 6 12. 5 





































































































































幼稚園教諭 保育所保母 施設 保母
調査時 点
公 立 私 立 公 立 耳i入 立 公 立 私 立
就職時 3 1,5 0 0 2 2,0 0 0 2 8,8 0 0 2 6,0 0 0 2 8,5 0 0 2 2,5 0 0 
1年経過時 3 6,0 0 0 2 6,5 0 0 3 4,5 0 0 3 1,00 0 3 4,5 0 0 2 7,100 
2年 ， 4 3,8 0 0 3 3,0 0 0 4 1,4 0 0 3 7,8 0 0 4 2,7 0 0 3 5,60 0 
3年 ， 勺 4 1,0 0 0 5 1,7 0 0 4 5,2 0 0 5 3,2 0 4 6,0 0 0 
4年 " 。 5 6,0 0 0 6 3,6 0 0 5 7,6 0 0 7 0,8 0 0 5 7,6 0 0 














職 積 別 公私立別
全 体
希 望 幼稚園 保育所 施 設 その他 公 立 私 立
N= 113 
N=23 N=60 N=17 N=l3 N=73 N=40 
同一職場で継続 69. 9 56. 6 75. 0 76. 5 61. 5 68.5 72.5 
8.0 13. 0 8. 3 7. 7 6.8 10. 0 
類似職種へ 5. 3 13.0 1. 7 5.9 7. 7 5.5 5.0 
職
異種職種へ 5. 3 8. 3 5.9 5. 5 5.0 

























3カ月 1年 2年 3年
（経過時点 〕











できるだけ長く勤めたい」が56.0弘 「結婚まで」が 16β弘 「結婚後， 子供が生まれる
まで」が 9.0 絡などとなっている。幼稚園教諭の 42.19ちは結婚や出産を機会に退職したい

























専門外分野 無職健康状態 幼稚園保育所施 設その他
N=202 
N = 23 N = 60 N = 17 N = 13 
N=24 N=65 
健康で非常に調子がよい 19. 3 8. 7 8. 3 5. 9 15. 4 37. 5 30. 8 
普通の健康状態 52.4 73.9 46.6 52.9 46. 2 50.0 52. 3 
なんとなく調子がよくない 22.3 17. 4 36. 7 23. 5 30. 7 12.5 12.3 
病 気 カi ち 4.0 6. 7 5. 9 7. 7 3. 1 
長期間寝込む病気 ・ケガ 2.0 l. 7 11. 8 l. 5 
表19 普通以上の健康状態の者の割合
（%） 
調査時点 全 体 専門
分 野
専門外分野 無 職幼稚園保 育所施 設その他
3 カ月経過時 71. 1牢 77. 1 67. 8 58. 3 75.0 72. 7 米〉ド
1 年 ， 69.4 71. 0 64.6 65. 4 75.0 79. 1 68.5 
2 年 ， 67. 1 69.3 60. 8 47. 4 84.6 85. 2 68.2 
3 年 ， 71. 5 75. 7 62. 4 50.0 70. 6 81. 8 84.2 
4 年 ， 60. 1 58. 3 41. 8 44.5 71. 4 77. 8 73. 7 




















N = 23 N = 60 N = 1 7 N =13 
N=24 N= 65 
満ち足りた楽しい生活 24.3 26. 1 15.0 17. 6 23.1 33.3 30. 8 
けっ乙う楽しい生活 51. 9 56. 5 55. 0 41. 2 53.8 54. 2 49.2 
なんとなく過としている 13. 9 18.3 17. 6 7. 7 8.3 16.9 
満たされない日が多い 6.4 8. 7 6. 7 11. 8 15. 4 4.2 3. 1 







3 カ月経過時 80. 3* 80. 9 82. 8 79. 2 83.3 71. 4 ・.1 トーJト
1 年 // 82. 6 82 5 88. 7 75. 4 86.2 87. 5 74.9 
2 年 // 86.0 82.7 81. 0 78 9 100.0 96.3 95.5 
3 年 ， 87. 3 88. 5 85.2 57. 2 94.1 87. 9 97. 4 
4 年 // 82. 4 83. 3 74.6 61. 1 85. 7 88.9 92.9 












全 体 専 r号 分 野 専門外分野 無 職
最近の暮らし向き 幼稚園 保育所 施 設 その他N=2日1 N=23 N=60 N=17 N=13 N=23 N=65 
余 裕 カ5 あ る 49. 2 43. 5 40. 0 70.6 38.5 56. 5 53.8 
もう少し余裕がほしい 46.8 47. 8 56. 7 29. 4 615 43. 5 40. 0 
食べるのに精 一杯 4.0 8. 7 3. 3 6.2 
表23 去年とくらべた暮らし向き
（%。〕
全 体 専 門 分 野 専門外分野 無 職
変 化 幼稚園 保育所 施 設 その他N= 202 N=23 N=60 N=17 N=13 N=24 N=65 
楽になっ たと 思う 14. 4 26. 1 11. 7 17. 6 15. 4 16. 7 10.8 
同じようなものだと思う 64. 3 65. 2 61. 6 64. 8 69.2 62. 5 66. 1 
苦しくなったと思う 19.8 6. 7 21. 7 17. 6 15.4 20. 8 23. 1 
わ カ〉 ら な し、 1. 5 5. 0 







37. 3 46. 8 
? ? ?
＼＼ 、
余裕が いくらか余裕ができ，ま 食べる心配はないが， 食べるのに
ある とまったものでも貿える もう少し余裕がほしい 精一杯だ
図7 去年とくらべた暮らし向きの変化（全体）
0 25 50 75 」ミ0%
54. 1 31. 5 い｜、、、 、
唱、‘・司、‘ー．』 、




いう 項目も用意 したが， 該当の回答はゼロであったので省略した。
表22から，約半数は余裕があると答えており， 最近の暮ら し向きは比較的良い状態にあ
るものと判断される。余裕があり，まとまったものでも買えるという感じ方は，施設保母
lと多い。前1年聞大きな物価変動を体験した前回（ 4年経過時， 49年）の調査 と比較 して
みると，図 6のように， 余裕がある方の者が増加している。前調査で，幼稚園教諭は，食







いる（図 7）。苦しくなったと思う比率の減少は，幼維園教諭（ 292→ 6.Hぢ）， その他





全体でみると， 「円満な家庭生活」が 37.6%, 「余暇を楽しむ生活」が 22.3%, 「便利
で豊かえf生活」が 9.4%となっており，自己中心的で、しかも高くを望まない，いわゆる小








全 体 専 門 分 野 専門外分野 無 職
生 活 幼稚園 保育所 施設 その他
N=202 N=23 N=60 N=l7 N=l3 N=24 N=65 
円満な家庭生活 37. 6 17. 4 25. 1 5.9 38.4 41. 6 63.1 
余暇を楽しむ生活 22.3 34.9 23. 3 41. 2 15.4 20.8 13.8 
仕事に打込む生活 11. 9 21. 7 18. 3 11. 8 7. 7 4.2 6.2 
便利で豊かな生活 9.4 8. 7 8. 3 5.9 30. 8 16.7 4.6 
社会につくす生活 8.4 13. 0 10.0 17. 6 4.2 6.2 
そ の 他 2.0 5.0 12.5 1. 5 











{ A 非常叩し… C，あまり満足して



























全 体満足度 N=176 
A 28. 4 
B 58. 0 
c 12. 5 
D l. 1 
表25 家族関係の満足度
（%） 
有 職 者 無 職 者
未婚既婚 未婚既婚
N=51 N=lO N=9 Nニ56
23. 5・ 30.0 11. 1 33. 9 
66. 7 50.0 7. 8 55. 4 




専 門 分 野
領域 ・満足度 全 体 幼稚園保育所 胞 設そ の他 専門外分野 無織
N=202 N=23 N=60 N=17 N=13 N=24 N=65 
A 7. 4 8. 7 8. 3 5. 9 15. 4 12.5 3. 1 
経済生活
B 65.3 56.6 58.4 64. 7 53.8 70.8 76.9 
c 22.8 30.4 25. 0 29.4 23. 1 16. 7 16.9 
D 4. 5 4. 3 8. 3 7. 7 3. 1 
A 9.4 17. 4 3. 3 5.9 15. 4 20. 8 7. 7 
自己実現
B 33. 2 39. 1 40.0 29.4 15.4 33. 3 29.2 
c 45. 5 34. 8 45.0 58. 8 61. 5 33. 3 47. 7 
D 11. 9 8. 7 11. 7 5. 9 7. 7 12.5 15.4 
A 5.4 8. 7 3. 3 15.4 12. 5 3. 1 
総合し て
B 68. 8 69.6 68.4 64. 7 38. 5 66. 7 76.9 
c 24. 3 13.0 28. 3 35.3 46. 1 20.8 18. 5 
D l. 5 8. 7 l. 5 
29 




設定し， A～Eの感じ万の申から最 もあてはまるものを選んで回答しても らった。
① 人生はまじめに努力さえすれば幸福になる。 A.非常にそう感ずる
② 人生は結局ひ とりぼっちなのだ。 B.まあそう感ずる
① 人生は闘いの場所だ。 c.あまりそう は感じない
④人生ははかない。 D.全くそうは感じない
⑤ 人生は苦しみも多いが楽しみ も多い。 E.わからない
各項目の回答を単純化し，そう感ずる肯定率（ A トー B）という形で整理 してみると，表
271の ような結果となった。
全体として，肯定率の高かったのは項目⑤で， 多くの者は 「人生は苦しみ も多いが楽し
みも 多い」と感じている。肯定率の低かったのは項目④で， 「人生ははかない」 ものと感
じている者は 4分のlにすぎなL」 また． 「人生はひとりぼっちなのだ」 と感ずる者も少
とよい。総じて， 人生lと対する感じ方は，悲観的ではなく，希望を抱いた堅実なものといえ
ょう。
群別では，幼稚園教諭で 「人生はまじめに努力 さえすれば幸福になる」 と感じている者





専 門 分 野
項目 全 体 幼稚園 保 育 所 施 設 そ の他 専門外分野 無 職N=202 
N=23 N=60 N=17 N=l3 N=24 N=65 
① 57. 4 39. 1 56. 7 52.9 61. 5 66.7 61. 5 
② 32. 7 17. 4 31. 7 58.8 53.8 58. 3 18.5 
① 56. 9 69 6 58.3 64. 7 38. 5 62.5 47. 7 
④ 25.2 39. 1 20 0 58. 8 30.8 12. 5 20. 0 
⑤ 88.6 82. 6 93.3 76 5 84. 6 91. 7 89. 2 
(7) 生きがいを高めるために必要な もの
将来の人生に目を向けて，彼女 らが，今後さらに自分の生きがいを高めるために，何を
必要 と感じているか， という点についても検討を試みた。六つの回答項目の中か ら一つ選
ぶ方法で回答を求めた結果，表281乙示すような資料が得られた0・
全体と して，最 も多く求められているのは 「なとやかな家庭と子供」である。 「やりが
いのあ る仕事 ・職場」をあげる者も 4分の 1I乙達 している。
30 白佐．保育者養成校卒業生の進路と職場適応〔羽 〕
表28 生 きがし、与を高め るため に必要なもの
（%） 
専門分野
全体 専分門外野 無職生きがいのために必要伝もの N=202 幼稚園保育所施 設その他 N=65 N=24 N=23 N=60 N=17 N=13 
f,I: cやかな家庭と子供 35. 0 39. 2 31. 6 23. 5 46. 1 29. 2 40.0 
やりがいのある仕事 －職場 24. 3 17. 4 21. 7 41. 2 15.4 8. 3 32. 3 
自分の気に入った趣味・娯楽 13 4 13. 0 8.3 5. 9 23. 1 25. 0 13. 8 
心から話し合える友人 11. 9 13.0 16. 7 5. 9 7. 7 25.0 4.6 
互いに助け合える隣人 3.5 4. 3 5. 0 5. 9 3. 1 




味 ・娯楽Jが仕事・ 職場に代って多く 必要と感じられている。専門外分野では， 仕事・職
場の志向性が低く，趣味 ・娯楽や友人に向けられている。無職の者で 「やりがいのある仕
事 ・職場 」の必要性が多く感じら れている点が注目される。
(8) 共感の持てる生き方
最後に，どんな生き方に共感を持っか，とい う点について調べた結果を報告する。
表29に示した項目のほかに， 「世の中l乙背を向けて も自分なりに生きる」 「成り行きに
まかせる」の二つも回答項目として用意したが， 該当者が少数であったので， 「その他」
としてまとめた。
表29か ら，彼女らが共！惑が持てるとした生 き万は， 全体では 「自分の向上を目指す」と
いうものが最 も多いが， 「平凡に地道に生きる」， 「自由に人生を楽しtr」というどちら








専分 門外野生 き 方 全 体 幼稚園保 育 所施 設その 方 無職N= 202 N=23 N=60 N=17 N=13 Nニ24 N=65 
自分の向上を目指す 39. 1 39. 2 25.0 41. 2 15. 4 45.8 53.9 
平凡K地道に生きる 26 7 17. 4 29. 9 23.5 46. 1 25. 0 24. 6 
自由に人生を楽しむ 15. 3 17. 4 16. 7 5. 9 23. 1 20.8 12.3 
世のためにがんばる 14.4 21. 7 21. 7 17. 6 15.4 4. 2 7. 7 
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